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財務体質を強化、復配実現と増配予定

フィスコにおける子会社の吸収合併、ＣＢ買入消却による有利子負債の大幅な圧縮および債務の株式
化（DES）によって自己資本比率が大幅に改善した。前期には1株あたり0.5円の復配を果たし、今期
は同3.0円の配当を実施する予定。
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収益の改善

2018年12月期 2019年12月期

売上高推移（単体）
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■売上高
2019年7月の子会社吸収合併に
より既存事業で約430M売上増
加。2020年12月期は、企業IR支
援サービスおよび広告代理業が
通年で売上寄与するほか、既存
事業に加え、投資教育、機関投
資家、暗号資産（仮想通貨）をキ
ーワードに新規サービスを展開し
、売上増を図る。

■営業利益
当社単体2019年12月期で72百
万円の改善。2020年12月期は、
売上増加に加え合理化による費
用削減効果（※）により、黒字回
復を見込む。

※デジタル時代に適した組織（テレワーク、アナリストの外部パ
ートナー化）を推進しやすい業態であり、マーケットの上げ下げ
に収益が左右されにくい体質も構築しやすい。過去のリーマン・
ショック時における法人向けの収益減は限定的であったが、オ
フィス常駐人員は90%削減、従業員の満足度を高めながら、通
年換算で約40Mのコスト削減も実施へ。
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デジタル時代に適した組織への転換

テレワークによる社員満足度を高めながらのオフィスの軽量化、ブロガーやYouTuberも含めたアナリスト外部パート
ナー化による執筆コストの外部化、および外部パートナーのコンテンツ拡散によるプロモーションコストの低減を図る
など、デジタル時代に適した組織への転換を推進します。
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ブロガー、
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ネットワーク
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事業計画（2020年12月期）

① 個人投資家向けコンテンツ拡販の推進、投資教育
・金融・経済コンテンツサービス強化

② 仮想通貨（暗号資産）の情報配信

③ 機関投資家向けコンテンツの新規販売

④ スポンサー型アナリストレポート(企業調査レポート)
営業推進強化

⑤ 広告媒体提案力の強化や制作プロセス改善

⑥ アイスタディ社との連携によるオンライン会社説明
会等設営事業

⑦ アイスタディ社との連携による社外取締役派遣事業

⑧ 管理体制のさらなる強化（組織横断的な体制強化
を推進）

2020年12月期

売上高合計 1,246

情報サービス事業 1,138

広告代理業 108

仮想通貨・ブロック
チェーン事業 ※

－

営業利益 156

1.事業計画数値目標 単位：百万円

※フィスコ仮想通貨取引所（以下「FCCE」)は、当社持分法適用関連会社のため、業績については営業外損益に計上されます。
2020年2月12日にFCCEが運営する2つの仮想通貨取引所「フィスコ仮想通貨取引所」および「Zaif」を統合し「Zaif Exchange」
といたしました。また、2020年3月6日に同取引所にて、新規口座開設受付再開をいたしました。なお、直近の手数料増収などから
2020年1~3月期は黒字を見込んでおります。

2. 目標の実現に向けた具体的な諸施策
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フィスコが掲げるビジョン（概念図）

フィスコは、投資運用の総合情報プロバイダーであり、各プレイヤーを有機的につなげる存在になり、マーケットの変
動に左右されずに成長できる体制を志向しています。

既
存
の
金
融

暗号資産

IEO

株式
上場企業

為替・債券

コモディティ

先物オプション

デ
ジ
タ
ル
の
金
融

FISCO

投資行動

学習・情報収集・
分析

金融ポートフォリ
オ拡大

個人投資家の幅と知識を
拡大することを志向

↓新しい事業領域へ参入↓

投資行動の
迅速化・省力化

全IR説明会の
データベース化

株主総会の
データベース化

金融機関および機関投資
家の分析省力化に対応

マーケット情報

マーケット情報

上場企業のIR行動と
機関投資家の投資
行動をマッチング

上場企業のIR行動と
個人投資家の投資
行動をマッチング

上場企業の資金調
達行動と投資家の投
資行動をマッチング
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では、どうすべきか？ - フィスコが展開するサービス

既存の金融分野におけるサービス提供を継続しつつ、培ったノウハウを転用し、デジタル金融分野も含めて新規サー
ビスの提供にチャレンジします。

個
人
投
資
家

投資行動

学習・
情報収集・分析

金融ポートフォリオ
拡大

上
場
企
業

企業活動

資金調達
IR活動

金融ポートフォリオ
拡大

金
融
機
関
・

機
関
投
資
家

投資行動

情報収集・分析

金融ポートフォリオ
拡大

• 既存およびデジタル金融
マーケットの情報提供

• 投資教育コンテンツの提供

• 広告代理業の提供

• 既存およびデジタル金融
マーケットの情報提供

• 暗号資産による金融ポート
フォリオ拡大へのサポート

• 多様な金融サービスの開発

• IEOによる資金調達の支援
• 個人投資家、機関投資家と
のマッチング（投資プラット
フォーム）サービス

• オンラインIR説明会の提供
• 株主優待サポートサービス

• 機関投資家向けIR説明会
文字起こし提供

• 企業調査レポートの作成
• アニュアルレポートの作成

FISCO
新しい事業領域へ参入
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＜顧客とその課題＞

• 社外（女性）取締役紹介
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フィスコのネットワーク

既存の金融、デジタルの金融分野において、個人投資家、金融機関（機関投資家含む）、上場企業、情報提供端末
およびサイトなど投資関係分野に幅広いネットワークを有しています。

FISCO

投資情報の提供
金融機関

仮想通貨取引所

（投資家
プラットフォーム）

情報配信網

IR支援
上場企業

クラブフィスコ
フィスコウェブ/アプ

リ

・大手銀行、（インターネット）証券の多くが顧
客。
・機関投資家への投資助言も実施。

・個人投資家の会員13万件。
・アプリダウンロード数２６万件。

・機関投資家および個人投資家、上場企業の
マッチングサイト。

・Quick、ロイター、Bloomberg、ダウ・ジョーンズ
など国内の主要情報端末向け情報配信を網羅。
・ロイター、ヤフー、スマートニュース、LINEニュー
スなど約30サイトへの情報配信。

・600社のIR支援先。

・仮想通貨取引所ZAIF（業界トップクラスの口座数）
。


